
様式第２号（第１０条関係） 

会議記録 

会議の名称 総合教育会議 

開催日時 平成２８年１１月２９日（火）午後４時～午後５時２０分 

開催場所 市役所本庁舎３階応接室 

出席者 

【出席委員】 

富岡市長、野原教育長、齋藤教育長職務代理者、本塚教育委員、 

西山教育委員、加藤教育委員 

【事務局職員】 

 市長公室長、教育次長、教育総務課長、学校教育課長、 

教育総務課副課長、政策調査課長、同主幹、同主任 

傍聴人      ０ 名 

問い合わせ先 

（所管課） 

市長公室 政策調査課 

０４８－５２４－１１１１（内線３６９、３６８） 

内容 

【議題】 

① 学力向上対策について 

② その他 

【内容】 

① 事務局から、学力は県内トップクラスであること、また、学力

日本一を目指すために市内全校がまとまって知徳体をバラン

ス良く育てる学力向上対策に取り組んでいることなどを説明

し、具体的な知の取組として、次の３点について、意見交換を

行った。 

ア 全国学力・学習状況調査での取組 

 ・「学力日本一を目指すスケジュール」に則ったＰＤＣＡサ

イクルの市内全校での実施 

 ・アクティブ・ラーニングの実施 

イ 英語教育におけるラウンドシステム等の取組 

 ・ラウンドシステムの実施 

 ・ＡＬＴの年間雇用及びＡＬＴを指導するＡＬＴの配置 

 ・モジュール学習の実施 

ウ くまなびスクールの取組 

○主な意見等 

 ・学習の基礎や家庭学習を定着させるために、小学生からくま

なびスクールを実施してほしい。 

   ⇒小学校から中学校に学力をつなぐ考え方は重要であり、



小学校での実施について、ＰＴＡや学校応援団など地域

の方々に協力をお願いしたり、また、小学校と中学校と

の連携についてなど研究してみたい。 

 ・くまなびスクールへの参加はどのように呼び掛けているか。 

   ⇒くまなびスクールの参加は全ての生徒を対象としてい

るが、特に気になる生徒については個々の状況に応じて

丁寧に呼び掛けを行っている。 

 ・ＡＬＴが学校教育の中で機能した場合、卒業時に７割の生徒

が英検３級を取得できる見込みはあるのか。 

   ⇒７割は相当高い数字ではあるが、現在、国の英検３級の

取得目標である６０％を超える状況にある。 

 ・ラウンドシステムの効果を教えてほしい。 

  ⇒テストの点数の伸びを比較したところ、先行実施した４

校は伸び率が高く、その中でも一番早く実施している学

校は特に高かった。点数だけでなく、ラグビーワールド

カップに来訪する外国人に案内などをするレベルも達

成できるのではないかという感触を持っている。 

・ラウンドシステムの考え方は、中学校にこだわることなく 

小学校に適用できるのか。 

  ⇒小学校でも適用できる。ポイントは授業を楽しく笑顔で

行うことで、これは全教科で生かせると考えている。   

② その他 

（１）事務局から、子供の貧困に関し、生活保護、児童扶養手当、

就学援助の推移において、近年増加していたが、経済情勢の改

善などにより、２６年度、２７年度からは安定推移や減少傾向

であることを説明し、意見交換を行った。 

○主な意見等 

・生活保護受給者のうち、外国人の割合は増えているのか。 

 ⇒平成２６年１０月が４５世帯２．４％、２７年度が５０世

帯２．７％、２８年度が５４世帯２．９％と増加している。 

・外国籍の児童生徒はどのくらいいるのか。くまなびスクール

が小学生からあれば、外国籍の児童生徒も授業の遅れに対応

できるのではないか。 

 ⇒平成２８年５月現在で小学校が７８人、中学校が３６人で

合わせて１１４人である。外国から来た児童を指導する教

員を１人配置し、また、外国語を話せる方を派遣するなど

している。 

 


